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１
　
所
在
地
　
　
　
愛
知
県
豊
明
市
沓
掛
町
東
本
郷

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
八

一
年
（昭
５６
）
〓

一月
ｉ

一
九
八
四
年

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
豊
明
市
香
掛
城
姓
発
掘
調
査
団

４
　
調
査
担
当
者
　
伊
藤
秋
男

。
松
原
隆
治

。
木
村
光

一

５
　
迫還
跡
の
種
類
　
城
館
跡

６
　
迫返
跡
の
年
代
　
一
五
世
紀
末
ぞ

一
六
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

豊
明
市
は
箸
古
屋
市
の
南
東
部
に
隣
接
す
る
。
城
跡
は
北
西
か
ら
南
東
に
向

っ
て
水
田
地
帯
に
の
び
る
低
丘
陵
の
先
端
に
立
地
す
る
。
標
高
は
二

一
ｍ
前
後

の
平
城
で
あ
る
。

沓
掛
城

は
永
禄
三
年

（
一
五

六
〇
）
の
桶
狭
間
の
戦
前
夜
に

今
川
義
元
が
宿
泊
し
た
と
い
う

伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で

著
名
で
あ
る
。
本
城
跡
に
史
跡

公
園
整
備
計
画
が
、
市
当
局
に

よ
っ
て
策
定
さ
れ
た
た
め
、
そ

の
事
前
調
査
と
し
て
四
次
に
わ

た
っ
て
、
本
丸
跡
と
考
え
ら
れ
る
部
分
を
中
心
に
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調

査
の
結
果
、
本
丸
跡
の
周
囲
に
は
土
塁
が
巡
り
、
そ
の
内
側
に
礎
石
建
物
が
、

ま
た
礎
石
建
物
の
下
層
か
ら
、
上
塁

。
堀
等
の
囲
郭
遺
構
を
伴
わ
な
い
一
種
の

居
館
的
性
格
を
も
つ
掘
立
柱
建
物
を
は
じ
め
、
井
戸
状
遺
構
や
、
南
北
の
ニ
ケ

所
か
ら
池
と
推
定
さ
れ
る
遺
構
群
等
が
検
出
さ
れ
た
。
木
衛
が
出
土
し
た
の
は

こ
の
遺
構
群
中
の
北
の
池

（
ｓ
Ｇ
Ｏ
ご

で
あ
る
。
木
筒
の
大
部
分
は
第
三
次

・

四
次
発
掘
調
査
の
際
、
出
上
し
た
。
こ
の
池
は
、
東
西
四
ｍ
以
上
、
南
北
四
ｍ

以
上
の
大
き
さ
で
、
深
さ
は
深
い
と
こ
ろ
で
七
Ｏ
ｃｍ
に
も
達
し
た
。
池
の
埋
土

は
黒
色
の
有
機
質
を
多
量
に
含
む
ヘ
ド
ロ
状
の
単

一
層
で
、
土
質
や
色
調
な
ど

で
は
分
層
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
埋
土
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
出
土
し

た
土
器

・
陶
磁
器
の
破
片
が
接
合
で
き
る
場
合
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
埋
土
は
比

較
的
短
期
間
に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

埋
土
中
か
ら
は
、
後
述
す
る
木
簡

の
ほ
か
、
箸

。
折
敷

。
曲
物
容
器

。
漆

器

。
し
ゃ
も
じ

。
へ
ら

ｏ
さ
じ

ｏ
蓋

・
桶

。
下
駄

。
櫛

。
杭
等
の
木
製
品
が
非

常
に
保
存
の
良
い
状
態
で
出
土
し
て
い
る
。
木
製
品
以
外
に
多
量
に
発
見
さ
れ

た
遺
物
は
、
地
元
で
つ
く
ら
れ
た
土
師
器
、
瀬
戸

・
美
濃
産
あ
る
い
は
常
滑
産

の
鉄
釉

・
灰
釉

・
無
釉
の
皿

・
椀

・
鉢

・
香
炉

。
壷

・
茶
入
れ
等
の
陶
器
、
中

国
製
の
自
磁

・
染
付
の
皿

・
椀
等
の
磁
器
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
金
属
製
品
と
し

て
、
釘

・
よ
ろ
い
金
具

・
門
金
具
等
、
石
製
品
で
は
五
輪
塔
の
一
部

・
砥
石

・

硯
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
、
食
物
残
滓
と
考
え
ら
れ
る
各
種
の
種
子

・
魚
骨

。

獣
骨

。
鳥
骨

・
只
殻
等
も
出
土
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
中
世
の
物
質
文
化
の

(豊 日)
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(0
ほ
ぼ
総
体
が
一
括
し
て
出
上
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
点
で
、
本
戎
跡
発
見
の

遺
物
は
考
古
学
的
に
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
。

３
　
木
簡
の
釈
文
・
内
容
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一
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ニ

リ
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回

＜
り
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ぬ
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殿
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ま
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日
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回
」
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④当
遺
跡
か
ら
出
上
し
た
墨
書
の
認
め
ら
れ
る
木
簡
は
以
上
で
あ
り
、
そ
の
形

状
は
短
冊
形

・
将
棋
駒
形
（①
を
⑬
）
等
さ
ま
ざ
ま
で
、
草
戸
千
軒
町
遣
跡
の
分

類
に
も
あ
て
は
ま
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
詳
細
な
整
理
を
終
え
れ
ば
、
さ
ら
に

増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
墨
書
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
墨
書

の
あ
る
も
の
と
同

一
の
形
状
を
も
つ
木
片
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
五
点

を
数
え
る
将
棋
駒
形
の
木
片
な
ど
は
、
そ
の
例
で
あ
る
。
樹
種
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
分
析
調
査
を
し
て
、
同
定
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
０
、
①
の

「
天
文

十
七
」、
「
天
文
」
は
、　
お
そ
ら
く
天
文

一
七
年

（
一
五
四
八
）
の
年
号
を
さ
す

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
鰯
は
糸
巻
き
に
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
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関
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文
献
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豊
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沓
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城
址
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掘
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団
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掘
調
査
報
告

書
』
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）
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Ｏ
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